
水 草 研 会 報 No.61(1 9  9 7 )

地球規模の環境破壊が叫ばれるようになって久しいが， 

このようなグローバルな環境問題も突き詰めれば地域か 

ら発生しており，その問題解決は足下の環境を見直す中 

に糸口が見つかると思われる.生物種の絶滅の問題，そ 

れに関わる環境破壊（生育地の破壊）も年々深刻化して 

いるが，これも足下で進行している問題である.

最初にも述べたとおり，佐賀平野のクリークは人間が 

つくったものであるが，人間が手を入れることにより生 

き物の生活環境としても良好な状態が維持されていた. 

今日よく話題にあがる「ピオトープ」の良好な例である.

クリークの機能的な面（農業）と人間の日常生活との関 

わり方，生き物の生活環境としてのクリーク，そこにど 

のような生き物がいて今日それがどんな状態であるのか， 

なぜそうなったのか• • • •佐賀平野のクリークは絶好の環 

境教材である.一種独特な生態系を形成していた佐賀平 

野のクリークの本来の姿を，きちんと子供たちに伝えて 

いき，そこに問題意識を芽生えさせるのが，佐賀にすん 

でいる大人たち（特に教育にたずさわる者）の使命では 

ないだろう力 .ゝ
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